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　L眠れる支部「　それは似島支部の上に冠せられナこ名轡ある（？）ネームで

しナこ．支部としても相當古く　叉創立以來の會員を有する属島支部一一永

い間眠って居ナこのです．1929年忌秋頃から2，3名の會員により冬眠より畳め

るべく支度が始められ出しましナこ．

　1930年一一新春を迎ヘナこ當支部は若い3名の會員が原動力となって花々

しく活動を始めましナこ．1月27日一一・　r！t本先生が御來廣になり翁島ビル食

堂に於て出迎會を催しましナこ，集る者25各　点々の盛會で山本先生のしエ

ロス■の御話に一同大喜びでございましナこ．この會の事は天界の3月號へ

：先生がお書きになって居りますから，略します．此の’會により層一層ヴン付

けられた當支部は種々と計書を立てナこのであります・其の内で主なるもの

は，天文趣味の普及の爲め毎月1回観測會を開く事でありましずこ．

　3月1日一応1回の槻測會を廣島電氣株式會肚のバルコニーで催しまし

t・参痴者約40名，生憎室模様が余り良くなかつナこので観測は十分に出済

ませんでしナこが，天爵爲眞を見ながら夜おそくまで快談して散會致しまし

k．當夜は尾道，西條の遠方から禺席された熱心家もありました．

　5月10日一一般公開の槻測と展覧會を廣島島氣で開きました．目新し

い催なのと，2ケ所へ論告を出しナこのが鷹へてか，詰るは來るは．400名か

らの人が押掛けて來ました・バルコニーへは屈折機2台，反射機1台を出し

ましtこ庭，廣いバルコニーも人でうすもるばかりでありました．4階では，

星圖・天艦爲眞，レンズ，等を展覧致しました・陳列品中，中村饒氏製作

の30センチ鏡と15ヒンチ鏡唄石，月の立艦爲眞，サソリの標本は大人氣

でありましナこ．熱心な入が多く非常に心強く感じましナこ．叉，學生や婦人

が澤山來會されました・爾，來會者へは，もれ無く，月面のインプロス海

の丁丁を印鰯しナこのケ進呈しましナこ．
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　6月27日一東京の五藤研究所の野ロ氏が來廣され，御持参の望遠鏡で

一病會を紳崎小冊校で開く卜定でありましたが，雨の爲中止致しましtc．

　7月12日一廣島天文同好會の獲會式を三島電工のバルコニーで開きま

　7　59、」．、86　　　　した．参會者21名，金星，土星，月を

　　　　　　　　　　　購嚇し鷲灘榊葉

　　　　　　　　　　　　　　　　菓に舌を打ち乍ら自己紹介や雑談に時

　　　　　　　蟹　　　　　　　　　　滋　　熱，を過しましナこ．縣工の磯貝先生から野

　　　　　　　　　　　　　　　　尻先生がNo．1と折紙を付けられた北

　　　　　　　　　　　　　　　　斗の傳論をお聞きし，廣島の近くにこ

　　　　　　　　　　　　　　　　んな立派な傳論があるかと思ふと一種

　　　　　　　　　　　　　　　　の誇りを感じました．

　　　　　　　　　　　　繧盲動　　廣島天文同好會と言ふのは，會費を

　　　　　細細遡り2魏灘でも入如露，天幽趣鰭
　　3　　4　Z
　インプ。ス糠（雨の糠）附近の月面　及するを目的とする會で，天文同好會

1；膨7鷲誘鵬㌃♂鍔堅饗隻：の登龍焼畠なのであります．

7ヵ・）・＞a：8チモカリス　9アペニン山脈中の火rn
　　　　　　　　　　　　　　　　8月8日一岡山支部の水野幹事をお
　　（ウィルソン囚天文蔓撮景乏）

　　◇天丈同好會廣島支部◇　　　招きして示申歪面で講演と槻測の會を催

しましナこ．開會前に夕立があったので來信者は100名ばかりでしtが熱心

な人ばかりでしナニ．水野氏がL北極星に付いてnと言ふ題で御講演になり，

共の後室が晴れたので屋外で槻測を致しました．

　高師の14センチ，廣縣師のプツシユの7センチ，廣島隠氣の7センチ，

水野氏御持参の7センチと，外一一tw．以上の五機を土星，月に向け，総攻撃

を開始し宇宿の称秘を探りました．三夜廣島天文同好會へ約30名の入話者

がありました．10時掌頃二三致しましたが，三二二一同大．喜びされて居り

ました．

　以上が8月までの経過報deであります．

　今後の活動を御期待下さいますと共に暦一塁の御指導御援助の程をお願

ひ申上ます．


